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ま え カS き

株式会社三祐コンサルタンツは､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会

の補助金をえて､平成6年1月20日から2月5日までの17日間にわたって､

タイ王国及びカンボディア王富の農業農村開発計画の事前調査を行った｡

タイ国は,近年チャオプラヤ河全体の用水不足が深刻化してきたため､数十

万h aの農地濯概､特に乾期作濯概に困♯が生じ､タア･チン河流域ではメクロ

ン河涜域から用水の補給を受けているが,タア･チン河下流の河口部に溌丑制御

施設がないため､用水補給の効果は小さい｡ 従って､農業用水不足の解消とメ

クロン河からの用水補給を効率的に利用するため､タア･チン河河口部に大堪を

建設し､併せて防潮開門としての役割をもたせることを軽く要望されている｡

カンボディア国は､ 1991年12月に過去13年間続いた内戦状態に終止

符が打たれ､同国の復興に対し各国の支援が積極的に実施されている｡ 特に､

全人口880万人の約85%が従事する農業分野の復興が､最重要課轟として位

置づけられている｡ このような状況中で､チャンカドン農業大学及びトウール

･クラサン家禽試験場等の整備･建設計画が要望されている｡

今回実施した､ 3件の農業農村開発計画案件に対し､タイ国並びにカンボデ

ィア国は､日本の技術壌助､経済援助として取り上げられる事に多大の期待をも

っており､この報告書が日本とこれら各国との技術､経済協力の一助となれば幸

いである｡

平成6年3月

株式会社 三祐コンサルタンツ

取締役社長 渡辺滋勝



総合 目 次

Ⅰ. タイ国､夕ア･チン河下流域塩害防止及び濯親水源開発計画
----I-- 1

ⅠⅠ. カンボディア国､チャンカドン農業大学整備計画 ----=1----I---10

ⅠⅠⅠ. カンボディア国,トウール･クラサン家禽試候場計画 -----1一-----ll

添付資料

1.調査団貞 ----I-----------I-----------------------------15

2.調査日程 ----------------------------I----------‥----15

3.面接者 ------------I-------I------------=‥-------------16

その他資料,現地写真等 ------------------｢---I------------17



目　次

第1部　　タイ国、タア・チン河下流域塩害防止及び濯漑水源開発計画－－－1

1．　調査の背景

2．　計画地域の概況

2．1謁査対象地域及び地形

2．2　気象・水文

2．3　農業の現状

2．4　潅漑用水源

2．5　開発の必要性

3．　開発計画

3．1調査の目的

3．2　事業計画の構成

3．3　期待される事業効果

4．調査計画の概要

4．1　フィージビリティー調査

l
　
　
1
　
　
2
　
　
2
　
　
3

3

3

4

4

4．g　調査の内容　－－－－－－－－…一－－－－－…－－－－…－一一－－－－－－－－－－－－－－一一－…－－－　6

4．3　調査工程　－－－＝－－…－＝－－＝－－－－－－－－－－－…－－－…－－－－－‥－‥－－－‥－－　7

5．総合所見　－…－－－－－－－－…＝－－‥‥－－－－－－‥－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－…－…　∂



タア･チン河下菰域塩害防止及び港汲水港内発計画位萱BI

任Y MAP

THAILAND

ltl

-もら
■●

( xAAmEA

o 1申ZE＋甜J
I_+J■J山

S GALE

39

いi8I lJFl

, 7)1JilYlnn)l
J ℡O PI札01

1fU可Wり7i

I1.
aつIti

111RIIl

21

2rl

” !IJl1'1

I83

､
＼

3l.I

JLfhl13

5o(

J調査対象地域.

811tLdR

ヽtl18qtL^｢

ul巧-Jl1 ●n.1n川111l
i PlfA?=Tt■ヽ1

lO

n=tLlhA仰向

a. ra7tl

n.11tll14

IJ4IIEJ

1:
nl=hlJ

之3

n.rll甘
I I;A]

田

I■.●

il.可…IIJlrI
(●ql.1 PI†I.

ZO

(

Ou.7hlJ†=†叫.

t

O

”.払nl:丸山
Zl.f L

..tJふtI'fl

.･′1

-

_r～

つ1t】t)ラ

00

RATCH4 , BURl

20
IO

一計けJIIEl

●】.

1”)..

tlS

さ9

Tnltl?1
ャar JILlJILurJ4

iLITlt'汗P.1
1A〃 Lヽ▼′

:･･i･- A(.
,.､j≡

iL

ヽ

1
芋

iJ弓
Iる】

F喜i
JJ

SAKHON'

′一-‾■‾･一ーーーー'

/Tイ′
細別円11LJ

;A.i
昌II”弓
IBL)Rl

～
I

l

＼
i l雪

flu
■‾'sA

TROPOL)

リーPRAl(AtJ

L 1一打

,seA-

･･
:

hdoo･J:Ag:I:･;''ifl@
-一叫

lO 20主==L_⊥皇===空__.一生=ヂnll EL-

KM



第1沸 タイ国､タア･チン河下龍城塩害防止及び誰志水漁網発計画

1. 調査の背景

首都バンコクの西方約40 hに位置する南北約100 k皿､東西約30 ktnの範囲

に広がるタア･チン河の両岸の約249.080 baの地域は､従来､中央平原の下流域

にあってタイ国の農業生産の重要な一角を担ってきた｡ しかし,近年バンコク

の都市化の拡大とエ場進出等により､特にタア･チン河下流域では農地の減少が

顕著にみられ､農業生産に影響を与えている｡ さらに､中央平原全般における

乾期の作付け面溝の拡大により､乾期の河川涜圭の減少に伴う塩水の遡上が従来

より上流まで見られ.農業､漁業､地域住民の生活等に大きな影響を与え､社会

･経済問題の一因となっている｡

このため､タア･チン河下涜域に河口堰を建設し､タア･チン河下流の淡

水化､乾期作のための潅混用水の確保と乾期作の拡大､汽水及び淡水漁業生産の

安定化等を図ることが熱望されている｡

2.計画地域の載況

2.1調査対象地域及び地形

調査地域は､チャオプラヤ河のチャイナ-トで分岐したタア･チン河の下

流域で､その面積はタア･チン河の両岸の約249.000 haの地域である(右岸地域

114.800ba､左岸地域135,000ba) ｡

調査地域の地形は､北から南に向けて約1/40.000の援やかな勾配をもち､

地域内の標高は､北部の高位部で2.5m､南部の低位部で0.5-1.Onである｡ 従っ

て､地域内の低位部ではタア･チン河及びチャオプラヤ河の水位に彩管を受け､

乾期には恒常的に耕地への塩水の浸入が見られる｡

2.2 気象･水文

調査地域の気象比､熱帯モンスーン気候に属し､ 5月から10月の雨期と11月

から4月までの乾期に区分される｡ 年間平均気温は28℃で年間を通じ大きな変動
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比ない｡ 平均湿度は70175%､年間蒸発量は約1.800mnである｡

タア･チン河下流では､平坦な低い榛高のため､雨期の9月から11月の期間

にはタア･チン河及びチャオプラヤ河の洪水､潮位による影響等により常に湛水

が生じている｡ 一方､龍期にはタア･チン河への送水が減少するために､河口

からの塩水の浸入により農業及び漁業への塩害被害が生じている｡ このため､

地区住民は､塩水の浸入による生活並びに農地の保全のため､住居の近くに小規

模のため池を設けたり､用排水路に木製の防潮堰を設けて塩害に対処している｡

さらに､バンコク市街地の拡大並びに工場群の進出により､タア･チン河

水質を悪化させ水質汚染が問題となっている｡

2.3 農業の現状

アジア開発銀行(AD】∋)が1992年に実施したチャオプラヤ河西岸下流域

のフィジビリティー調査結果によると､この地域の主産物は米であり､全農産物

の作付け面舘の&5%を占めている｡ 低平地の一部を除き､年間二期作が行われ

ている｡ 水稲に次ぐ主要産物は､マンゴ､柑橘類等の果樹である(8%) ｡ 次

いで､野菜及び畑作物(4%) ､海老等の魚業(3%)である｡

1989年の農業センサスによると､調査地域の農家平均土地所有規模は.6.2

-2.6baで､農家所得は138,000-210.000バーツとなっている｡

2.4 藩渡用水源

調査対象地域の主要港混用水漁は､メクロン東灘事業からからの分水であ

る｡ これらの分水は､自然水路であるチョラケイ･サムバン及び夕サン･バン

プラ(水蕗客土はそれぞれ50.On]3/see)により夕ア･チン河に補給され､ポンプ

により夕ア･チン河左岸地域へ送水されている｡ 上記水源とは別に､チャオプ

ラヤ河のポ･プラヤ確及びバク･ハイチャオチェト堰よりそれぞれ25.OJ13/sec､

12.8m3/secの水源が補給されている｡

しかしながら､メクロン清聴事業の計画面番を将来拡張する辛から､現在

補給されている100.Oo3/secの水源は減少される事になる｡ このことは､水源不
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足並びに乾期の塩水浸入の増大が問蔑視されている｡

2.5 開発の必要性

調査対象地域は､上述のように塩水の浸入､洪水による湛水､用水源不足､

タア･チン河の水質汚染､さらに､都市化及びエ業化に伴う農地の減少等農業及

び社会･経済をとりまく環境は非常に厳しい状況にある｡ 従って､この地域が

首都バンコクに隣接した農業地域であることを認識し､早急に上記問題点の解決

を図る必要がある｡

3. 再発計画

3.1調査の自的

調査の目的は以下の方針とする｡

i) フェーズⅠ調査は約249,000baを対象として､塩害防止､水資源開発､農業

及び魚業生産の拡大､農業基盤施設の改善､農村社会経済の昂揚､環境等

に焦点を置きプレ･フィージビリティー調査を実施し､全域の開発基本計

画を策定し､優先事業(地区)を選定する｡

ii) この優先事業(地区)について､フェーズーⅠ Ⅰ調査でフィージビリティ

ー調査を実施し､事業計画の妥当性の検討を行う｡ 本事業の中心となる

事業計画は,以下に述べるようにタア･チン河河口堰の建設による農業轟会

合開発計画及び濯満水資源開発計画である｡

農業総合開発計画

約249,000 ha の地域に対する農業稔合開発計画で､土地利用計画､ 清渡

･排水計画､作物生産計画､施設計画､農業支援計画等を含む｡
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滝減水資源開発計画

タア･チン河の下読域に河口堰を建設し､タア･チン河下流の淡水化と河道

貯留による乾期作のための水源確保等を含む｡

3.2 事業計画の構成

事業計画の構成(コンポーネント)は､以下の内容が想定される｡

一

塩水の浸入防止

-

水源開発並びに夕ア･チン河水質保全

-

潅概･排水計画

- 河口堰等施設計画

一

種親展菓計画

一 環境影響評価

3.3 期待される事業効果

タア･チン河下流部の河口堰建設を含む事業案施によって､● 以下の効果並

びに彫響が考えられる｡

プラスの効果

一

壇水浸入の防止

一

雨期末期における洪水貯留効果並びに乾期の反復水利用

一

上記水源利用による乾期作付け面積の拡大

一

塩水の浸入減によりメクロン濯渡事業からの補給水の節減

一 淡水並びに汽水による養魚生産の･安定化

一

工業部門への水源補給

一

半川締め切り工法を採用した場合の用地取得並びに用地補償費の軽減

マイナスの効果

一

工場排水の適切な規制を実施しない場合の貯水源の水質悪化
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河口堰葺設による舟行の制約

陸工事を採用した場合の用地取得並びに岡地補償費の増大

4.訴査計画の我妻

4.1 フィジビリティー訴査

選定された優先事業(地域)に対するフィジビリティー調査を以下の内容

について実施する｡

1) 事業計画の策定

塩水の浸入防止､新規開発水源による浦波用水補給､事業の最遠規模並び

に河口堰建設工法の代菅え案等の詳細な検討を行い､技術的､経済的に実施可能

な優先開発事業計画を策定する｡

2) 施設計画

現地の実状を十分考慮して施設計画を策定する｡ 特に､河口堰建設計画

にあったては､以下の点を十分考慮する｡ これらの施設計画に対する概略事業

費算定及び年度別事業費支出計画の検討を行う｡

一

河口堰の設計､事業効果､サイトへのアプローチ､施設完成後の維持管理､

環境への影響等を考慮した河口堰建設サイトの選定､

-

サイトの地質状況､河口堰の基礎タイプ､ゲート､魚道､舟行等を考慮し

た河口堰タイプの選定､

一

施工方式(半川締め切り工法､または陸工法)の選定

3) 事業実施計画

以下に述べる事業実施計画を策定する｡

一 現場の状況を十分考慮した工事計画
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一 事菓実施機関の選定

一 事業実施に対する地域住民及び民間団休の要望､並びに参画範囲の検討

一

技術移転並びに事業を実施するためのコンサルタンツの雇用

4) 雑持管理計画

事業施設に対する維持管理組鞍､維持管理費､スタッフ､資機材等の検討

を行う｡

5) 事業評価及び農家経済分析

事業実施による凝済･財務分析を適切な指標に基ずき検討を行う｡ また､

事業実施に伴う農家経済分析を農家規模別､農業形態別に検討する｡

6) 環境影響評価

水質､河川流量､濯漉ポテンシアル､土地利用､野生動物､漁業､舟行､

土砂の堆積､社会経済､用地補償等について､事業実施に伴う環境への影響につ

いて検討を行う｡ さらに､フェーズⅠ Ⅰ調査と平行して､第三者機関による環

境影響評価(EIA)を実施する必要がある｡

4.2 訴査の内容

フェーズⅠ及びフェーズⅠⅠ調査の主な内容は､以下のように要約される｡

フェーズⅠ粛査

1) 資料･情報の収集並びに整理･検討

2) 上記検討結果並びに現地調査結果により､現況の問題点と開発制限要因の

把握を行い,調査対象地域の選定

3)リモートセンシング等にもとづいて､下流域の塩害影響地域を含めた地域

全域の土地利用状況の検討

4)適切な水理モデルを適用し､河口堰の建設による塩水遡上の挙動及び河遵

の水収支の検討

5)土地利用計画､水資源開発計画､水利用計画､農業及び漁業生産計画､
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施設計画,事業費積算等からなる事業計画の策定

6)全体計画及び個々の開発計画に対する概略事業評価と優先開発事(現時点

河口堰を想定)の選定

フェーズⅠ Ⅰ調査

1)選定された優先事業について､フィジビリティー調査のための補足資料･

2

3

4

5

情報の収集

数案の代替案を含む比較検討により､最適事業計画の策定

河口堰､濯概･排水施設､維持管理･モニターリング施設等の概略設計

事業費及び事業便益の算定､並びに事業評価の検討

事業実施計画の策定

4.3 調査工巷

フェーズⅠ及びフェーズⅠ Ⅰ調査の調査工程(莱)を以下に示す｡

調査工程表

246&1D12 141618202224

フィジビリティー調査

フェーズⅠ調査 ⊂::::コ I)FRFR

フェーズⅠⅠ調査 ⊂===ユ△△

環境影響調査1/ IIII/II/Ill/J

JEd :現地調査 ロ:国内作業

DFR :ドラフト･ファイナル･レポート FR :ファイナル･レポート

1/ :第三者機関によって実施
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5. 捻台所見

本調査地域は､前述のように､乾期の用水渡の不足さらに塩水の浸入によ

りタア･チン下涜域での農業及び漁業への影響が大きな社会問題となっている｡

このため､タイ国政府拭河H堪の建設によりこれらの問題を改善し地域住民の生

活環境の改善を図ろうとしているが(別紙参照)
､本調査地域が首都バンコクに

隣接しているため､近年のバンコクの都市化､工業化の拡大により農地の減少と

地価の上昇が生じ､開発の制限要EEとなっている｡

本調査計画では､上記の要因を考慮して河口堰を半川締め切り工法により

河道に建設することにより､用地の取得を最小限に押さえることを提案している｡

半川締め切り工法については､事業実施機関である王室清蔵局でも経験が無くそ

のエ法の技術移転を強く望んでいる｡

以上の点から､フィジビリティー調査の実施により､最適規模の事業計画

を策定し､事業計画の技術的･軽済的妥当性の検討が早急に望まれる｡
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第2部 カンボディア国､チャンカドン農業大苧菱億計商

l.事業の背景

チャンカドン農業大学は1965年に設立され､次の学科で構成されている｡

1

2

3

4

5

農学科

畜産学科

林学科

水産学科

農村社会経済学科

1985年から1975年の聞に約200人の卒業生を送り出したが､ 1975年4月にボ

ルボト政権下で閉校となった｡解放後の1980年に非政府組織川G0)であるCIDSEの

協力により短期研修(2-8ケ月)の学校として再開されたが､ 1990年12月ソ連の教授

専門家が帰国してからは､他の非政府組織の支援を得て現在に至?ている｡

施設としては､建物約4,000m2､農場380haであるが各種機材､図書等はほ

とんどなく教授陣による講義のみが行われている｡ 教授は常勤33名,非常勤69

名で農林漁業省各局の局長､次長クラスはほとんど非常勤教授を兼務している｡

カンポチィアの復興のためには､農業分野の人材の育成重要な課題である｡

このため､農林魚業省はチャンカドン農業大学の修復を切望している｡

2.事業計画の我妻

本大学の整備計画は､無償資金協力による建物の一部改修と以下の分野の

機材の供与を計画する｡

1

2

3

4

農業土木及び営農機械･機材

各種試験･研究資機材

図書･参考資料

事務機器類
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第3帝 カンボディア国､トウール･タラサン家食試験場計画

1.事業の背景

カンポヂィア国の畜産状況は､以下のように要約される｡

一 事力(役畜)としての牛､水牛は機械化が進んでいない現在重要である

が､次の理由から必要丑を満たしていない｡

･

ワクチン不足等により.大家畜に対する病気を十分に防げないこと､

･トウモロコシ､ソルガム､乾燥キャッサバ等の小化畜に対する飼料が

不足していること､

･

研究､生産施設､資材不足等により食用肉生産並びに役畜も必要丑を

満たしていない｡

-

家畜頭数は1980年以降増加しているが､企業ベースの大規模経営は無く､

ほとんど小規模家族経営が主体である｡

一 牛の品種としては､ 200-250kgのローカル種より400-500kgのプラ-マン

種が望ましいが普及率は低い｡

カンボディア国の畜産センターとして､コンポンチャム畜塵センターが19

65年日本の援助で建設されたが. 1970年代の内戦により施設は完全に破壊され､

現在は軍の管轄下にあって､同センターの再建は困発な状況にある｡しかし､農

林漁業省は､上記のようなカンボディアの畜産の状況を考慮して､畜産センター

の建設を要望している｡ このことから､コンポンチャム畜産センターの代替え

地としてトウール･タラサン家禽試験場の建設が計画されている｡

2. 家畜の現状

2.1家畜頭数

カンボディア国の家畜の頭羽数の推移をみると下表に示すように､ 1968年

には,牛1,918.000頭､ 水牛718,000頭､豚1,151.000頭､家禽類5,758.000羽で

あったのが､ 1980年は､牛798.000頭(68年の42%)
､水牛404,000頭(同56%)

､

Ill-



豚222.000頭(同19%)
､家禽類4,620,000羽(同80%)に激減した｡その後回復を

見せ､ 1991年には､牛Z,324,000頭(同121%) ､水牛766,OOO頭(同107%) ､豚

1,630.000頭(同142%)
､家禽兼8.486.000羽(同147%)となった｡

を_と星空+__乙旦星旦塾塾監旦旦登

(単位:1,000頭､羽)

1980 1987 1988 1989 1990 1991

午 798 1,&37 1.950 2,000 2.100 2,324

水牛 404 687 700 730 750 766

豚 222 1,434 1,500 1,550 1.585 1,630

鶏 3,220 6.400 6,500 7,000 7,500 8,486

家鴨 1,400 2,800 3,000 3,200
･3,300

出典; 農林魚業省畜産局､ 1992

しかしながら､ ①ワクチン不足により病気が十分に妨げないこと(大家畜)

･②トウモロコシ､ソルゴム､乾燥キャッサバ等の飼料が少ないこと(小家畜)､

及び③研究･生産施設･機材不足等により､食用肉生産はもちろん､役畜も必要

量を満たしていない｡

家畜の飼育状況は次の様に要約される｡

家畜頭数は､増加中であるが､企業ベースの大規模荘官は存在せず､ほと

んど小規模家族経営が主体である｡

畜力(役畜)としての牛･水牛は機械化が進んでいない現在､重要である

が､必要量を満たしていない｡
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牛の品種としては､ 20D-250Egのローカル種より400-500Kgのプラ-マン

種が望ましいが､普及率は低い｡

口てい疾病他4大疾病､寄生虫等は大きな生産阻害要因である｡

2.2 家畜及び家食試験場

キンボディア国の畜産センターの杜況は以下の通りである｡

- phnon To18aO Cattle Breacting Station (Takeo Province. 1技師のみ)

- BoeuJlg Tut Cattle Breacting Station (上記センターのSubstation)

(カンポット州)､技士は常駐せず､ 15名のスタッフで運営

- 班ondulkiri Cer)ter
;許画中

- pikri Center(プノンペンから北1 1 km)

2技師と30人のスタッフで運営

- prek SaTP Rong Poultry Center (カンタル州)

4技師と35名のスタッフ

2.3 コンポンチャム畜産センター

コンポンチャム畜産センタ- (日本､カンボディア友愛畜産センター)は､

バッタンバン農業技術センター､シュムレアプ医療センターと同様に､カンボデ

ィアが日本に対する戦争の賠償請求権を放棄した好意に対して､日本からの感謝

の表示として贈与されたものである｡

1959年に結ばれた日本､カンボディア経辞技術協定にもとずき､これらの

センターが設置されたことにより､ 1964年 3月畜産センターの建設工事が完了し

た｡ その後､同年 7月業務を開始した｡ コンポチャム畜産センターの規模は､

871haの面積を有し､主な業務内容は､以下の通りであった｡

-13



一

家畜､家禽､精液､種卵の生産及び配布

一

家畜の改良､及び飼料作物に関する調査試験

一 字生及び技術者の畜産に関する実地訓練

現在の同書塵センターは. 1970年代の内戦により施設は完全に破壊され､

全く昔の面影はない｡ 現在第2管区軍(コンポンチャム､プレイペン及びスワ

イリエンを防衛)が敷地内に配備されており､軍事上重要な拠点となっている｡

このため,周辺には防衛のための地雷が相当数理埋没されているとのことである｡

以上のことから判断すると､同センター再建は非常に困難と考えられる｡

しかし､同センターが､大型家畜開発に果たす役割の大きいことを考え､代替セ

ンターの建設が急がれている｡農林漁業省としては､トウール･クラサン(Toul

Erasing)家禽試農場の建設を要請している｡

3.トウール･クラサン家食試験場建設計画

トウール･クラサン家禽試験場予定地は､プノンペンから14kmの距敢

にあり､立地条件もよく問題はないと思われる｡ 農林漁業省としては､当地が

首都プノンペンに非常に近い辛から､プノンペンへの蛋白源の供給基地としてニ

ワトリ､アヒル等の家禽類および豚の育種並びに試験場とてして建設したい方針

である｡ これらに関する建物､各種資機材､専門家の派遣(農場経営の専門家

も令め)についても要望している｡

以上のような状況から､トウール･クラサン家禽試験場の建設計画は､無

償資金協力による援助計画が望まれる｡
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添イ寸資料

1. 調査団旦

竹内清二

釣田文彦

2. 調査日皐

月 日

1月20日(木)

21日(金)

22日(土)

23日(日)

24日(月)

25日(火)

26日(水)

27日(木)

28日(金)

29日(土)

30日(日)

31日(月)

2月 1日

2日

3日

4日

5日

火

水

木

金

土

(秩) 三祐コンサルタンツ 技術第3部理事

同上 技術管理部参事

行

名古屋発､バンコク者

RID表敬並びに調査目的の説明､ JICA専門家と協議

資料の整理

団内合わせ

現地調査(下涜部)及び資料収集

JICA専門家と打ち合わせ

現地調査及(上流部)及び資料収集

資料の分析･評価

追加資料の収集

団内打ち合わせ

バンコク発､プノンペン著

大使館､農業省へ表敬並びに調査目的の説明, JICA専

門家と協議

水利局､農業局､畜産局と打ち合わせ､資料の収集

現地調査､農業局と打ち合わせ

JICA専門家と打ち合わせ

大使館へ報告､プノンペン発.バンコク着

バンコク発､名古屋着
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3. 面接者

タイ国

木村和夫

臼杵宜春

八木橋正久

石坂邦美

竹内金蔵

甘r. Roongrueng Chtllajata

hlr. Charoon Ramolratana

Hr. Yeerachai Chupisanyarote

姐r. Le Bat

カンボディア国

今村 敬

川合 尚

久保清明

渡部正剛

笠井利之

h4r. Lin) Eean nor

Ar. The Lim Thong

Mr. Ith Nods

Hr. Chey Savan

Wr. Chan Nareth

はr. Vemg Sakholl

肘r. Bun Hean

JICA専門家(RID計画部)

JICA専門家(濯濃技術センター)

JICA専門家(溝漉技術センター)

国連アジア太平洋経済社会委員会(E S C

A P)

国際連合食棲農業機構(FÅo)

大童濯漉局(R‥D)次長

RID計画部部長

RID計画部第1課

Chief. Database and Modeling Unit,

Mekong Secretariat

日本大使館､一等書記官

JICA専門家(農業省水利局)

JICA専門家(農業省農業局)

JIC Aカンポチィア事務所所長

JICA専門家(計画省)

農林魚業省､

公共事業省､

農林魚業省､

農林魚業省､

水利局局長

メコン委旦会代表

農業局局長

畜産局局長

チャンカドン農業大学次長

農業省､水利局次長

農業省､水利局設計課課長

-16-



その他半料ー 現場写真等
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囲-2 バンコク及びスハンプリの月別気象状況
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図- 3 許査地域周辺の河川流土及び水位椴潮位荘図
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neon dcILQ from 2508-2536 ( 1965-1993 )
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図-5 河川別の水質状況

ち : Bans Pakonl

1
I iT‾DO‾c･'chaoPhraya･1T
i
∫ lilT:TbChlnrdryseaS
0 I 1rトf:【eklァng,･やvetseas.

+L ?vltl IJ

/
J
l lL

A 'I●‾'1-'E i Z′.
一丁

ヱ i
一■-I--_I

ー1 ーOーー .1l.よl
t! ｢ー-古/ifI

On

幹机

′D

11i80D i7 f:
IlI.[l !ll

管

･Z

I
I

i
l'1.'m ;ff
illl‡ ill

∠. ll/十一ii-⊥ Il
ワ

一ヨ
A-!t

I

■_.........J

甲-･
I

l !1-'寺
M

〟s,cmL‾

l

lEC] ‾!｢
1J'L

bo60

reaJt[

Ir

l

丘聖巳

DID

ll Lr
f

1一 中一 I

A,･-1
一-■■

JIF 主事
l

-22-



図-6 河口堰計画位護国

サイトー1 (河口より20km地点)
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秦- 1 調査地域周辺の現況農業生塵状況

N

l■■

(1990/1991)
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::::::;::::::

･:･:･.･<::.･:::::::::::::::::

MajorRice 132,870 3,1 409,240
-Yieldisaveragein

studyarea
SecondaryRice 127,995 3.5 443,823

Sugar 94 3.0 282

Fruit 12,626 4.3 53,863

Vegetable 5,477 15.1 82,429

0therFieldCrops 218 15.1 3,292

Fish 5,060 1.2 6,072

Total 284,340 45.2 998,999



N

く.rl

a-I-ヰ-連垂+
_A(.a

芦^__/可

叫■ゝ
一ニ■i■i

lち. ≠塊呈上∴,ii;盟

河[j償建設候補地付近のTha-Chin川(抑‾†より釣20h地L.':I)

Tij

I一l-{--I

I

-
｢ =コ-_-

-_-ー一イJ ‾

芦■■監=冨i≡∋ぎ芦卯F亡苧≡J挙こ=革夢二町ニー- -I

-
p‾ー‾∴13i!Tf}-七-===-LLll･ ｢7=Ti31J-

/
一t-℡, :__.I_r=r二-J

-二二,{tT_I/__てI:a}/Wて･｢∋チ-二_戸≡‾‾

__
二=_____二itI ‾■-:-I-､二確⊃

嬢雛‾r.堤(左岸側,河口より約ZOk山地点紺n堰建設候補地点)



1､f

Ttち

lf

>ゝ
＼

ヽ
ヽ.

1■ ､/il

I
･' ■･

二1■1≠:
i_舛･

項
1

ド

CD

l

†㌧･.

㌻丁こ
■言/
_

～

itT

戸叫-u

に▲_.

_1.葡
抄iBL.室垂

㌔㌣`- ■ヽ

警軒

互｢量水集水用の他のM.刑(河｢はり約20kn地点)

I-i{I I-A:I

tJi.-ゆ-
!T''

j串

J{,

‾i,

●.>-
L⊥

T

J
‾Llヽ

'”ン吋ーー仲●TLW.

′
ZL

rT

こ`:こ碗

i,

着

日
.ーi

賢二弟
JL-I-･

:=!
～
L

河口堰建設候耕地点のTha-ChiTl川(河口より約100km付近)



N

一･コ

Ei:

群

L

河口堰建設候補地付近のラン栽培

i

:‾J
-一■

うiLJJti
搬

':.
-
1

`

∴.-I_

- L.T#･

JJ
I L

(抑コより約20km地点)

頭

み

軒

､贋
ケ

(//

I

ヽ.tG-; ･t
y､一-
･,)

L屯

I.て

･れ

rl■■町1r
-

t■r.

→-一■≒_
∩-‾㌦

河Lj堰建設候補地付近の果樹園(河口より約20km地点)

'r/･

ミ≠

河t1堰建設候補地付近の果樹[r41it

也.#L:-

甲■■--

r:､,::A -ヽ

:-iL

..′ーl
二･l

1

/}f/瑚A
､一:i■L

3

ll/這

&

(河口より約20km地点)



』

1tL

j転fr'
.･.二ノーj

-ー..

.J
∫+一_

1j

▼ -4
▲､

･J･-

:㌔-/I)-

戸■

-:～,
LL'＋

;L{

ニセl

一

/I;”

”

⊂に)

詔
Khlong-Chindaに設けられた防潮堤(河口より約52km､改修中)

岬¥:.∴.
iL法r31Tp;

≠

i,Jギ=二

蛋

Nakhom-Pathom付近の市場(河rjより約83km付近)

■L･-JF'.丁寸:/･'∴-1Ty

こ∴･-:.▲磯二1Ar
二･I土上i;iこL
∫--/I-1･Fpl

:-ノニ･:･.帖

_._.-I_-1L･Aち一..鮎.

勺屯,､

一i.山+-,上山地･ゎ∴t嬢二▲血一一山･---L血.一恵幾重鼻白.-串一室

l
.LL_+___p[

r
-･'}･(_

主LhtL

訂_=!･_ヨ;仁L-
監L【こ妻

n17'A▼tP

w:嘉一-l-‡蓋表--去-;a-i;'藍-ヲ=謂冠,L'n
斗まき空襲麦_:二キー-_ニ孟き

T(

Khlong-Sunak-Honより取水した塩nl (河F(より約10km.左岸側)



ノ

-き華子

･.L

儀表
L､.∴患ー遷E,
し‾＼_～_-■_娃岩L=-

._I-rナ≡

町y5..､卜革･
i

<.

7'LJ

一†_こ

･盛･

I-㍗
J

≠･.__ゝ､

I

コ_rJ:1■1

ナーニFA-■

pr-/_∴も
-rlP一=■-

■1;

一′

チャンカドン出業火学校

I

rド

轟

患表
ヽナー亡-

___一一っ‾亡

中一■

趨･g
･Jj

I

I-:i-

_.棚

チャンカドンE3漢人学校

-291



ナ､頭転

1･:･8'寸十し

∴二贋
.-

･.___..L_

i
_

'
･

･i血≦･
:-J_.I-

1J

.F:
:ii]L.-,

･▲

t亡T'J

三曽

吾3:ra-17T-｢

JeTT⊥告:I-Ti-←

冨

ご

tJ岩コ

蓬+

:;～iヤ:?確

トrL}-ルクラサン家路試験場サイト


	表紙
	まえがき
	総合目次
	目次
	第1部　　タイ国、タア・チン河下流域塩害防止及び濯漑水源開発計画
	1．　調査の背景
	2．　計画地域の概況
	2．1 調査対象地域及び地形
	2．2　 気象・水文
	2．3   農業の現状
	2．4   灌漑用水源
	2．5   開発の必要性

	3．　開発計画
	3．1　 調査の目的
	3．2　事業計画の構成
	3．3  期待される事業効果

	4．調査計画の概要
	4．1  　フィージビリティー調査
	4．2 　調査の内容
	4．3   調査工程

	5．総合所見　

	第2部　　カンボディア国、チャンカドン農業大学整備計画
	1，　事業の背景
	2．　事業計画の概要　

	第3部　　カンボディア国、トウール・クラサン家禽試験場計画　
	1．事業の背景
	2．　家畜の現状
	2．1  家畜頭数
	2．2  家畜及び家禽試験場
	2．3  コンポンチャム畜産センター

	3．トウール・クラサン家禽試験場計画　

	添付資料
	その他資料、現場写真等



